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「釧路市との定住自立圏形成協定」について「釧路市との定住自立圏形成協定」について

平成22年７月号　２

　鶴居村は釧路市との間で、「定住自立圏形成協定」に調印し、
釧路市を中心市とした定住自立圏を形成することになりました。
　今回は特集として「定住自立圏構想」とは何か、また、釧路
市との定住自立圏形成に関する協定内容はどのようなものかを
村民の皆様にお知らせ致します。

１．「定住自立圏構想」とは

　わが国は、総人口の減少及び少子化・高齢化の進行が見込ま
れています。今後は、三大都市圏（東京、名古屋、大阪）でも人
口の減少が見込まれますが、特に地方圏では、大幅な人口減少
と急速な少子化・高齢化が見込まれています。
　国では、このような状況を踏まえ、地方圏において安心して暮らせる地域を各地に形成し、地方圏か
ら三大都市圏への人口流出を食い止めるとともに、三大都市圏の住民にもそれぞれのライフステージや
ライフスタイルに応じた居住の選択肢を提供し、地方圏への人口の流れを創出するため、「定住自立圏構想」
を推進しています。それは、一定の規模の市を「中心市」とし、「中心市」の都市機能と周辺市町村の
農林水産業、自然環境、歴史及び文化など、それぞれの魅力を活用して、相互に役割分担しながら、地
域住民のいのちと暮らしを守るため、「中心市」と「周辺市町村」からなる圏域全体で必要な生活機能
を確保し、地方圏への人口定住を促進するものです。
　具体的には、一定の人口規模を持つ中心市宣言を行った１つの中心市と、その周辺にある１つの市町村が、
人口定住のために必要な生活機能の確保に向け、「生活機能の強化」、「結びつきやネットワークの強化」
及び「圏域マネジメント能力の強化」の３つの政策分野における「医療、福祉、教育、産業振興、交通
インフラ整備」などの各項目で協定を結び、定住自立圏を形成するというものです。
　なお、協定項目を達成するために「共生ビジョン」を策定し、各種事業を実施することになりますが、
これら実施事業に対する国からの財政支援は、各事業の積み上げ方式により、中心市が上限4,000万円、
周辺自治体が上限1,000万円で、特別交付税が交付されます。

２．鶴居村の状況

　昨年12月11日に中心市宣言を行った釧路市が当地域における定住自立圏形成に関する「中心市」と
なりますが、鶴居村も釧路市を「中心市」とした定住自立圏形成のため、去る６月10日に開催された
第２回鶴居村議会定例会に「釧路市と定住自立圏形成に関する協定の締結」について提案し、議会の議
決を受けました。それを受け、６月23日には釧路市と「釧路市鶴居村定住自立圏形成協定」に調印し、
本年12月までに「共生ビジョン」を策定することになりました。

特 集
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　釧路市との定住自立圏形成に関する協定は３つの政策分野から成り立っており、各政策における協定
項目の主な内容は次のとおりです。

１．生活機能の強化に係る政策分野（①医療、②福祉、③教育、④産業振興、⑤その他）

　①医療の分野については、圏域内の広域救急医療体制を確保するため、病院と診療
所の役割分担と連携及び初期救急と二次・三次救急医療体制の連携など、圏域住民
が安心して医療を受けることができる広域医療体制の維持、充実に努めることとし
ています。
　●釧路市の役割としては「地域医療を安定して確保するため、住民に対し、地域医
療に関する普及、啓発を行う」、「重症患者を安定的に受け入れるため、24時間体制での二次救急医療
の確保を図る」、「重篤な救急患者に対応するため、三次救急医療機関である市立釧路総合病院の機能
の充実を図る」です。
　●鶴居村の役割としては「釧路市と協議の上、広域救急医療体制の維持に関して、必要な経費を負担
する」、「地域医療を安定して確保するため、住民に対し、地域医療に関する普及啓発を行う」です。

　②福祉の分野については、保育所の広域入所に関する連携を行い、子育て家庭を支えるため、保育サー
ビスの充実など子育て支援の取組みを進めることとしています。
　●釧路市、鶴居村の役割は、ともに「保育サービスや保育環境の整備を図るとともに、保育所の広域入
所に関する連携に努める」です。

　③教育の分野については、圏域のスポーツ振興や住民の健康づくりを促進するため、
スポーツ施設の相互利用を進め、利便性の向上や利用機会の拡大を図り、また、競技
スポーツの一層の振興を図るため、釧路市内、鶴居村内のスポーツ施設を活用した
各種スポーツ大会等の誘致の取組みを進めることとしています。
　●釧路市の役割としては「釧路市のスポーツ施設において、鶴居村民が釧路市民
と同一の条件で利用できるようにするとともに、相互利用の住民周知に努め、釧路市、鶴居村の両スポー
ツ施設を一体的にPRするなど、各種大会やスポーツ合宿の誘致に努める」です。
　●鶴居村の役割としては「鶴居運動広場及び鶴居村営野球場において、釧路市民が鶴居村民と同一の
条件で利用できるようにするとともに、相互利用の住民周知に努め、釧路市が企画及び実施する両スポー
ツ施設の一体的なPRに参画し、各種大会やスポーツ合宿誘致の連携に努める」です。

　④産業振興については、チーズなどの農畜産物をはじめとした地場産品の地域ブランド化の推進、地産
地消の推進、海外市場も視野に入れた販路拡大により、地域を売り込む地場産品の普及促進に取組み、
地域産業の振興を図り、また、広域観光については、釧路湿原をはじめとする豊かな自然環境や地域の
新鮮な食の魅力を活かした広域観光への取組みや観光情報PRを連携して推進することとしています。
　●釧路市の役割としては「関係業界が入った組織による地域ブランド化を推進する」、「ホームページ
による情報発信や地元小売店などと連携したふれる機会の拡充など、地産地消の取組みを進める」、「地
域内外での物産展や商談会の参加など、販路開拓への支援に努める」、「釧路根室圏産業技術振興センター
を拠点とした、新たな技術開発や事業化に向けた取組みなどを推進する」、「釧路湿原（北斗エリア）、
阿寒国立公園の自然環境を地域資源とした広域観光に取組む」、「釧路空港、JR釧路駅などの交通アク
セスや宿泊機能を担う」、「市の観光施設やホームページにおいて鶴居村域の観光情報を取り扱う」です。
　●鶴居村の役割としては「民間企業や関係団体と連携して地域ブランド化の推進と地場産品のPRに
関する取組み及び支援を行う」、「釧路湿原（温根内エリアなど）の自然環境を地域資源とした広域観
光に取組む」、「宿泊機能を担う」、「村の観光施設やホームページにおいて釧路市域の観光情報を取り
扱う」です。

　⑤その他については、し尿処理をはじめとする一般廃棄物の処理に関する事業や消費生活に関する被
害防止、消費者意識向上のための連携、そして、希少な動植物を育む釧路湿原の保全活動や国の特別天
然記念物タンチョウの保護を推進する内容になっています。
　●釧路市の役割としては「し尿処理を新たな処理方法で進めるため、汚水処理施設共同整備事業に取
組む」、「釧路市消費生活センターの機能の充実を図るとともに、圏域内の消費者への啓発事業や消費
生活に関する相談、情報提供に取組む」、「体験学習の実施など釧路湿原の保全活動に取組むとともに、
地域の湿地に関する研究機能を担う釧路国際ウェットランドセンターの活動を推進する」、「タンチョ



ウの保護増殖のための専門的な機能を釧路市動物園、釧路市丹頂鶴自然公園及び阿寒国際ツルセンター
が担う」です。
　●鶴居村の役割としては「し尿処理について、釧路市と協議の上、関連する事業の実施に対し、必要
な経費を負担する」、「消費者への啓発事業や情報提供に取組むとともに、釧路市消費生活センター
の運営に関して、必要な経費を負担する」、「湿原保全活動のフィールドとなる温根内ビジターセンター
などの拠点施設における民間団体の活動支援など、湿地保全に係る各種事業に取組む」、「雪裡川流
域などのタンチョウの生息域の環境保全活動や、給餌・監視活動による保護関連事業に取組む」です。

２．結びつきやネットワークの強化に係る政策分野（①道路等の交通インフラの整備、②地域の生産
　者や消費者等の連携による地産地消、③地域内外の住民との交流・移住促進）

　①道路等の交通インフラの整備については、交通の円滑化や物流の効率化を図る
ため、都市内の基幹道路や圏域の結びつきを強化する幹線道路などのネットワー
ク整備に向け連携して取組むこととしています。
　●釧路市の役割としては「北海道横断自動車道（浦幌～釧路間）などの高規格幹
線道路や道道釧路環状線をはじめとする都市内交通ネットワークの早期整備に
向けた取組みを推進する」です。
　●鶴居村の役割としては「北海道横断自動車道（浦幌～釧路間）などの高規格幹線道路の早期整備に
向けた取組みを推進する」です。

　②地域の生産者や消費者等の連携による地産地消については、圏域内の地場産品
の消費を拡大するため、相互に連携し、地産地消を推進することとしています。
　●釧路市の役割としては「地産地消に係るネットワークにより、圏域内の連携強
化を推進する」、「観光等複合施設において、生産者との連携強化や地産地消の情
報発信、地場産品販売の取組みを推進する」です。
　●鶴居村の役割としては「鶴居運動広場などにおいて、生産者との連携強化や地産地消の情報発信、
地場産品販売の取組みを推進する」です。

　③地域内外の住民との交流・移住促進については、地域内への移住・長期滞在の促進を図るため、暮ら
しや滞在に関する情報提供や、民間事業者と一体となった受入体制づくりなどの取組を推進すること
としています。
　●釧路市の役割としては「大都市圏でのプロモーションなど、移住や長期滞在に関するPR活動や情
報発信を行う」、「不動産、宿泊事業者と連携した長期滞在者受入組織による取組みを進める」です。
　●鶴居村の役割としては「移住・長期滞在者への自然や食、イベントなどの体験メニューに関する
PRの実施や情報発信について連携して取組む」です。

３．圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野（①宣言中心市等における人材の育成、②圏域市町
村の職員等の交流）

　①宣言中心市等における人材の育成について、各種分野での地域力の向上を図る
ため、人材の確保や育成などに連携して取組むこととしています。
　●釧路市の役割としては「専門家を招へいしたセミナーや講演会の開催、各種分
野での専門知識や技術を持つ人材の登用や育成を進める」です。
　●鶴居村の役割としては「釧路市の行う取組みに対し、協力や参加を行う」です。

　②圏域内市町村の職員等の交流について、圏域マネジメント能力を強化するため、合同研修の開催に
よる職員の能力向上や職員間の交流を進めることとしています。
　●釧路市の役割としては「職員能力の向上に向けた集合研修などを行うに際し、鶴居村の職員の参
加の機会を設ける」です。
　●鶴居村の役割としては「職員能力の向上を図るため、釧路市の取組みを積極的に活用する」です。

　以上の内容で、今年12月までに釧路市との定住自立圏形成に係る「共生ビジョン」を策定し、都
市部である釧路市と周辺自治体である鶴居村とが各政策分野で相互の役割を担い、連携しながら、
住民の皆様の生活環境の向上を図るためのむらづくりをより一層、推進していくこととしています。

平成22年７月号　４
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佐々木社長（右）から加藤会長へ目録が
手渡されました一生懸命、デントコーンの種をまく児童たち

飴トールの競技で顔が真っ白
（鶴居小学校）

幌呂小学校・中学校の運動会に
参加された鶴居会の皆さん

紅白の大玉転がしがスタート！（幌呂小学校）下幌呂では小学校と地域とが合同で運動会を
行いました（玉入れ競技の様子）
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1日（木）
　　鶴居老人クラブ健康相談
　　　 9：15～　鶴居老人寿の家
　　下幌呂老人クラブ健康相談
　　　10：30～　下幌呂老人寿の家
3日（土）
　　鶴居村情報通信基盤施設整備事
　　業住民説明会
　　　19：30～　総合センター多目

的ホール
8日（木）
　　『おひさま』（親の会）
　　　10：00～　役場2階和室
10日（土）
　　幌呂保育園運動会
　　　 9：30～　幌呂保育園
　　フリーマーケット「ひろばのフリマ」
　　　11：00～　鶴居運動広場
11日（日）
　　キラコタンどんぐりの山づくり
　　事業
　　　 9：00～　キラコタン村有地
13日（火）
　　子育て支援事業「あそびのひろば」
　　　10：00～　ふるさと情報館
14日（水）
　　BCG、３種混合、麻しん・風しん、
　　２種混合予防接種
　　　15：00～　鶴居診療所
21日（水）
　　家族介護交流事業『もぐらの会』
　　　10：00～　総合センター和室
25日（日）
　　つるい市場
　　　10：00～　総合センター
28日（水）
　　子宮がん・乳がん検診
　　　10：30～　釧路がん検診セン

ター

鶴
居
村
教
育
資
金
利
子
補
給
事
業
に

つ
い
て

　

村
で
は
、
進
学
時
の
借
入
資
金
に
対
す
る

利
子
補
給
事
業
の
希
望
者
を
取
り
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
応
募
資
格

　

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
被
扶
養
者
の
進
学
時（
高
校
以
上
）

に
お
い
て
、
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て

い
る
住
民
登
録
者
で
す
。

◎
対
象
と
な
る
教
育
資
金

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
釧
路
丹
頂
農
業
協

同
組
合
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
の
い
ず
れ
か
の
機
関
か
ら
借
り
受
け
た

教
育
資
金
で
、
学
生
１
人
当
た
り
２
０
０
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

対
象
資
金
の
内
容
は
、
受
験
費
用
、
入
学

金
、
在
学
期
間
中
の
授
業
料
で
す
。（
但
し
、

休
学
や
留
年
等
の
期
間
の
費
用
は
除
き
ま
す
）

鶴
居
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

６
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
22
年
第
２

春
季
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

　

５
月
30
日
開
催
の
春
季
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。（
上
位
５
名
、
お

名
前
は
敬
称
略
）

　
　

優　

勝　

丹　

所　

隆　

夫　

　
　

準
優
勝　

瀧　

澤　

義　

一　

　

第
６
回
目
は
出
納
室
で
す
。

　

出
納
室
は
、
各
種
納
税
、
公
営
住
宅
な
ど

の
使
用
料
を
収
受
す
る
窓
口
で
、
村
民
の
皆

さ
ん
も
一
度
は
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

出
納
室
に
は
、
出
納
係
の
１
係
が
あ
り
ま

す
。

【
出
納
係
の
担
当
事
務
】

　

現
金
の
収
入
保
管
並
び
に
支
払
及
び
そ
の

記
録
、
支
出
命
令
の
審
査
、
支
出
負
担
行
為

の
確
認
、
歳
入
歳
出
決
算
の
調
製
、
有
価
証

券
の
出
納
保
管
、
財
産
の
記
録
及
び
管
理
、

帳
簿
及
び
証
書
類
の
保
管
、
そ
の
他
収
入
及

び
支
払
に
関
す
る
こ
と 

な
ど

【
出
納
室
職
員
の
氏
名
】

　

会
計
管
理
者　

伊　

藤　

彰　

夫

　

出
納
室
長　

伊
藤
会
計
管
理
者
兼
務

　

出
納
係
長　

伊
藤
会
計
管
理
者
兼
務

　

出
納
係
主
事　

吉　

田　

麻　

美

出　納　室

石脇征次郎氏 菱沼岩男氏

７月の行事予定

◎
利
子
補
給
の
内
容

　

学
生
１
人
当
た
り
２
０
０
万
円
ま
で
の
教

育
資
金
に
係
る
利
子
に
つ
い
て
、
借
入
利
率

が
年
利
３
．
０
％
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
最

高
７
年
間
を
限
度
と
し
て
利
子
補
給
を
行
い

ま
す
。

◎
お
申
し
込
み
期
限

　

平
成
22
年
７
月
30
日（
金
）

　

事
情
に
よ
り
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
お
申
し
込
み
方
法

　

教
育
委
員
会
で
配
布
す
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
管
理
課
総
務
係

　

☎
64
―
２
０
５
０

　
　

第
一
位　

松　

井　

俊　

治　

　
　

第
二
位　

高　

橋　

与
志
一　

　
　

第
三
位　

松　

井　

美
代
子　

回
鶴
居
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
石
脇
征

次
郎
氏
と
菱
沼
岩
男
氏
が
鶴
居
村
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

役
場
組
織
の
紹
介（
パ
ー
ト
Ⅵ
）
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●平成22年８月１日から、父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給されます！
１．児童扶養手当制度とは
　父母の離婚などにより、父又は母と生計を同じくしていない児童を養育している家庭（ひとり親家庭）の生
活の安定と自立を助け、子どもの福祉の増進を図るための制度です。
２．父子家庭の支給要件
　下記の条件に当てはまる子ども（18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間に
ある者）を養育している父に支給されます。
　①　父母が離婚した子ども
　②　母が死亡した子ども
　③　母が重度の障害（国民年金の障害等級1級程度）にある子ども
　④　母の生死が明らかでない子ども
　⑤　その他（母から1年以上遺棄されている子ども、母が1年以上拘禁されている子どもなど）
　　　※支給要件に該当するかについては、役場にご相談下さい。
３．手当を受ける手続き
　役場住民課窓口で認定請求（関係書類を添付）して、知事の認定を受けることにより支給されます。ただし、
請求者や同居の扶養義務者（祖父母等）の前年の所得が一定額以上の場合は、手当の一部または全部が支給停
止されることがあります。
　なお、平成22年11月30日までに申請をいただくと、次の取扱いになります。
　　・平成22年7月31日までに支給要件に該当している方→8月分から支給
　　・平成22年8月1日から11月30日までに支給要件に該当した方
　　　　→要件に該当した月の翌月分から支給されます。
　　　11月30日を過ぎると申請の翌月分からの支給になりますので、早めに手続きをしてください。
　　※8月～11月分が支給されるのは12月です。
４．手当の金額
　　子ども1人　月額41,720円（一部支給の場合、41,710円～9,850円）
　　子ども2人以上の加算月額　2人目：5,000円　3人目以降1人につき：3,000円
５．その他
　知事の認定を受けた場合は、毎年一度現況届を提出し、支給要件の審査を受ける必要があります。
　児童扶養手当を受給するためには、市町村への申請が必要です。平成22年11月30日までに忘れずに支
給手続きをしてください。（11月30日を過ぎると、申請の翌月からの支給になります。）
　その他の詳細については、役場住民課福祉係（☎64－2113）まで、お問合せください。

●釧路北部消防事務組合・総合演習を実施しました
　5月23日（日）、第36回釧路北部消防事務組合総合演習が標茶消防署訓練場など
で行われました。消防職員と消防団員合わせて約240人、消防車両17台が参加し、
春の火災多発期に消防活動の充実を図るため毎年、弟子屈町と標茶町、鶴居村の持
ち回りで行われています。組合4団・3署・1支署が一同に会して消防演習を行い、
住民の防火思想を高めると共に、実戦訓練を通じ消防職団員の火災戦闘技術の向上
と士気高揚を図り、消防活動の充実強化を図るものです。この日は小雨が降る中、
観閲式、分列行進、地震による火災を想定した模擬火災防御訓練を行いました。

●「義務付けまで1年を切る！」住宅用火災警報器設置
　消防法の改正に伴う住宅用火災警報器の設置義務の期限（平成23年5月31日）ま
であと1年を切りました。昨年10月、鶴居消防署が村内での普及率調査を行った
ところ、45.6%にとどまり、全道平均の58.5%、全国平均の52.0%を下回る結果と
なりました。
　未設置の主な理由に「義務設置まで猶予がある」という考えが多いようです。警
報器が鳴って火災を免れた例も多く、火災の早期発見と逃げ遅れを防ぐために住宅
用火災警報器を早期に設置しましょう。
　設置場所→寝室の天井（または壁面）、2階にも寝室がある場合は、階段の天井（ま
たは壁面）
【お問合せ先】
　鶴居消防署予防広報係　☎64－2344

標茶市街地を行進

訓練の様子

住宅用火災警報器の設置場所

鶴居消防署からのお知らせ鶴居消防署からのお知らせ

児童扶養手当についてのお知らせ児童扶養手当についてのお知らせ

寝　室

階　段 寝　室 居　室

台　所

1・2Ｆ寝室と2Ｆ階段に設置

７　平成22年７月号



後期高齢者医療制度のお知らせ

　後期高齢者医療制度では、２年ごとに保険料率を決めており、平成22・23年度は新しい保
険料率になります。

■平成22・23年度の保険料率

　　　　　　　　　●１年間の保険料の上限額は50万円です。
　　　　　　　　　●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

■保険料の軽減
　◆均等割の軽減（年額）
　　●軽減は、加入者と世帯主の所得の合計で判定します。
　　●加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

（例）年金収入168万円の１人世帯の軽減判定の所得の求め方

　　　　　※65歳以上の方の公的年金に係る所得については、さらに15万円を引いた額で判定します。

　◆所得割の軽減
　　●加入者個人の所得で判定します。

　◆被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　この制度に加入したとき、サラリーマンなどの健康保険の被扶養者だった方は、所得割はかからず、
均等割が９割軽減となります。市町村国保や国民健康保険組合は除きます。

均 等 割
【１人当たりの額】

41,183 円

所  得  割
【本人の所得に応じた額】

( 所得－ 33 万円 ) ×9.58％
１年間の保険料
(100 円未満切捨て )

平成22年度の保険料額は、６月に個別にお知らせしています

保険料のお支払い方法を、口座振替に変更できます
口座振替への変更をご希望される方は、鶴居村役場住民課担当窓口へお申し出ください。

【 お申し出の際に必要なもの　～　本人の保険証、預金通帳とお届け印 】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 軽減前（年額）
33万円以下かつ加入者全員が年金収入80万円
以下で他の所得がない ９割軽減 ４１，１８３円

33万円以下 ８.５割軽減 ４１，１８３円

33万円＋（24万５千円×世帯主以外の加入者数）
以下　　　　　※単身世帯の方は該当しません。 ５割軽減 ４１，１８３円

33万円＋（35万円×世帯の加入者数）以下 ２割軽減 ４１，１８３円

軽減後（年額）

　４，１００円

　６，１７７円

２０，５９１円

３２，９４６円

１６８万円
(年金収入)

１２０万円
(公的年金等控除額)

１５万円※

(特別控除額)
8.5　割
軽　減

３３万円
(軽減判定の所得)

所得が次の金額以下の方 軽減割合

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方

均等割 ９割軽減（年額４，１００円）　 所得割 かかりません

～平成 22年度の保険料と医療費通知について～

平成22年７月号　８
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■保険料の減免
　災害などで重大な損害を受けたときや失業その他特別な事情で、生活が著しく困窮し、保険料の納付が困
難な方については、保険料が減免となる場合があります。
　詳しくは、鶴居村役場住民課後期高齢者医療制度担当（☎64-2113）へお問い合わせください。

■年間保険料額の例（年金収入のみの例）
　・例として掲載したもので、世帯区分や年金以外の所得などにより、実際の年間保険料額は異なります。

■減額認定証をお渡しします
　現在ご使用の減額認定証(限度額
適用・標準負担額減額認定証 )は、
平成22年７月31日にて有効期限が
満了となり、８月以降のご使用がで
きなくなります。７月中に新しい減
額認定証をお渡ししますので、８月
１日からご使用ください。
　なお、減額認定証の用紙は橙色です。

■医療費通知の送付を希望される方へ

●これまで、対象となる全ての方に「医療費通知」を送付しておりましたが、平成22年度
から発行を希望される方のみへの送付に変更 となりました。
●今後も医療費通知を希望される方は、お手数ですが、下記のお問い合わせ先までご連絡く
ださい。

★ご連絡の際には、被保険者番号のわかるものをお手元にご用意ください。
★すでに「送付を希望する」旨ご連絡をいただいた方は、再度のご連絡の必要はありません。

　◆単身世帯(世帯主)の場合 ◆夫婦２人世帯（２人とも加入者）で、妻の年金
　収入が80万円以下の場合

年金収入 均等割
軽　減

所得割
軽　減

平成 22 年度
年間　保険料

80 万円 ９割 　　４，１００円

153 万円 ８．５割 　　６，１００円

168 万円 ８．５割 ５割 　１３，３００円

180 万円 ２割 ５割 　４５，８００円

211 万円 ５割 　６８，９００円

250 万円 １３４，１００円

年金収入 区
分

均等割
軽　減

所得割
軽　減

平成 22 年度
年間　保険料

80 万円 夫 ９割 　　４，１００円
妻 ９割 　　４，１００円

153 万円 夫 ８. ５割 　　６，１００円
妻 ８. ５割 　　６，１００円

168 万円 夫 ８. ５割 ５割 　１３，３００円
妻 ８. ５割 　　６，１００円

180 万円 夫 ５割 ５割 　３３，５００円
妻 ５割 　２０，５００円

211 万円 夫 ２割 ５割 　６０，７００円
妻 ２割 　３２，９００円

250 万円 夫 １３４，１００円
妻 　４１，１００円

住民税非課税世帯の区分Ⅰ ･
区分Ⅱの適用

区
分
Ⅱ
世帯全員が住民税非課税で
ある方

区　

分　

Ⅰ

世帯全員が住民税非課税で
ある方のうち、次のいずれ
かに該当する方

世帯全員が所得０円かつ公
的年金受給額 80 万円以下
の方

老齢福祉年金を受給されて
いる方

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合
住所／〒 060-0062
　　　札幌市中央区南２条西 14丁目
　　　国保会館６階
電話／０１１－２９０－５６０１

鶴居村役場住民課
後期高齢者医療制度担当
電話／６４－２１１３



所
得
税
の
予
定
納
税(

第
１

期
分)

の
納
税
を
お
忘
れ
な

く
！

　

所
得
税
の
予
定
納
税
の
納
期
は

平
成
22
年
７
月
１
日
か
ら
８
月
２

日
ま
で
で
す
。（
土･

日･

祝
日
は
、

金
融
機
関
及
び
税
務
署
の
窓
口
で

の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
）

　

予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
所

得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算

し
た
予
定
納
税
基
準
額
が
15
万
円

以
上
で
あ
る
場
合
に
、
原
則
そ
の

３
分
の
１
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７

月（
第
１
期
分)

と
11
月(

第
２
期

分
）に
納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、

６
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら｢

予
定

納
税
額
の
通
知
書｣

が
送
付
さ
れ

ま
す
。
こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
第
１
期
分
の
金
額
が
納
税
す
る

額
で
す
。

　

廃
業
や
業
況
不
振
、
災
害
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
予
定
納
税
の
減

額
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
平
成
22
年
7
月
15
日
㈭
ま

で
に
、
税
務
署
に
申
請
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
務
署

　

☎
31
―
５
１
０
０

平成22年７月号　10

や
重
油
を
混
和
す
る
な
ど
し
た
燃

料
油
を
い
い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
話
を
聞
い
た
、
給

油
す
る
と
こ
ろ
を
目
撃
し
た
と
き

は
、「
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１

０
番
」
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
０
８
０

０
ｌ
８
０
０
２
ｌ
１
１
０
で
、
皆

様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
総
合
振
興
局
地
域
政
策
部

　

課
税
課
間
税
係

　

☎
43
―
９
１
６
５

北
海
道
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

雇
用
失
業
情
勢
が
厳
し
い
中
、

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
な
ど
、

求
職
者
の
生
活
の
安
定
及
び
再
就

職
の
促
進
を
図
る
た
め
、「
北
海

道
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、「
求
職
活
動
を
し
て

い
る
が
、
生
活
費
が
苦
し
い
の
で

何
か
制
度
は
な
い
か
」、「
母
が
失

業
中
で
家
賃
を
滞
納
。
ア
パ
ー
ト

を
出
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

状
況
に
あ
り
、
ど
う
し
た
ら
い
い

か
」、
ま
た
、「
無
料
等
で
資
格
を

取
得
し
た
い
」
な
ど
、
失
業
に
伴

う
生
活
相
談
、
住
宅
相
談
及
び
職

業
訓
練
な
ど
の
相
談
を
受
付
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
下
さ
い
。

【
ご
相
談
先
】

　

く
し
ろ
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

　

タ
ー　

☎
23
―
６
６
４
４

国
有
林
か
ら
の
お
願
い

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
国
有

林
を
訪
れ
る
方
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

国
有
林
内
で
、
安
全
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
内
容
に
つ
い
て
ご
留
意
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴　

動
植
物
の
保
護
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

⑵　

樹
木
を
損
傷
し
た
り
、
林
産

物
を
窃
取
し
た
場
合
は
、
法
に

よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

⑶　

保
安
林
内
で
は
、
樹
木
の
損

傷
、
下
草
の
採
取
等
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑷　

歩
道
、
広
場
等
の
区
域
外
へ
の

立
ち
入
り
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

⑸　

立
入
制
限
の
表
示
が
あ
る
区

域
に
は
、
絶
対
に
立
ち
入
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

⑹　

休
息
な
ど
で
、
立
ち
止
ま
る

場
合
に
は
、
落
下
す
る
枝
が
な

い
か
、
落
石
の
危
険
が
な
い
か

な
ど
、
安
全
な
場
所
で
あ
る
こ

と
を
十
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⑺　

登
山
は
、
自
己
責
任
が
原
則

で
す
。
天
候
や
登
山
情
報
を
確

認
し
、
十
分
な
装
備
で
登
山
計

画
を
家
庭
、
登
山
地
域
の
都
道

府
県
警
察
本
部
地
域
課･

警
察

署
等
に
提
出
の
上
、
入
山
し
て

く
だ
さ
い
。

⑻　

悪
天
候
の
と
き
は
、
入
林
を

お
控
え
く
だ
さ
い
。

⑼　

ゴ
ミ
の
持
帰
り
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

⑽　

タ
バ
コ
な
ど
の
火
の
始
末
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

根
釧
西
部
森
林
管
理
署

　

☎
41
―
７
１
２
６

新
規
貸
付
の
設
備
投
資
資

金
の
金
利
を
引
下
げ
ま
す

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
政

府
の
デ
フ
レ
対
策
の
一
環
で
、
新

規
で
貸
付
け
る
設
備
資
金
の
当
初

２
年
間
の
利
率
を
０
．
５
％
引
下

げ
ま
す
。

　

こ
の
資
金
は
事
業
用
の
設
備
で

あ
れ
ば
使
い
み
ち
の
制
限
が
な
く
、

業
種
の
制
限
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん（
但
し
、
金
融
業
、
投
機
的

事
業
等
、
一
部
の
業
種
の
方
は
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　

ま
た
、
運
転
資
金
の
最
大
０
．

５
％
引
下
げ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
ご
相
談
先
】

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
釧
路
支
店

　

☎
43
―
３
３
３
０

自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
３
・
４
月
採
用
の「
自

衛
官
」
の
募
集
が
平
成
22
年
８ 

月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

併
せ
て
「
各
種
学
生
」
の
募
集

も
実
施
し
ま
す
。

◎
自
衛
官
候
補
生（
男
子
） 

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

　

試
験
日 

平
成
22
年
９
月
20
日

　

及
び
21
日

◎
自
衛
官
候
補
生（
女
子
）

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

　

試
験
日 

平
成
22
年
９
月
28
日

◎
一
般
曹
候
補
生（
男
子
･
女
子
） 

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

　

試
験
日 
平
成
22
年
９
月
18
日

◎
航
空
学
生

　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
方

　

試
験
日 

平
成
22
年
９
月
23
日

【
お
問
合
せ
先
】

　

鶴
居
村
役
場
総
務
課

　

☎
64
―
２
１
１
１

　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

　

釧
路
出
張
所

　

☎
22
―
１
０
５
３

不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間

に
つ
い
て

　

７
月
は
「
不
正
軽
油
防
止
強
化

月
間
」
で
す
。

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取
税

を
脱
税
す
る
た
め
に
軽
油
に
灯
油
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医
療
機
関
に
お
け
る
適
正

受
診
の
お
願
い
に
つ
い
て

　

現
在
、
全
国
的
に
休
日
や
夜
間

に
お
い
て
、
軽
症
の
患
者
さ
ん
の

救
急
医
療
へ
の
受
診
が
増
加
し
、

緊
急
性
の
高
い
重
症
の
患
者
さ
ん

の
治
療
に
支
障
を
き
た
す
ケ
ー
ス

が
発
生
し
て
お
り
、
そ
れ
が
病
院

勤
務
医
の
負
担
が
過
重
と
な
る
原

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
休
日
や
夜
間
は
、
医
療

機
関
に
支
払
わ
れ
る
医
療
費
も
高

く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
窓
口
負
担

も
高
く
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
最
終
的
に
保
険
料
や
窓
口
負

担
と
し
て
皆
様
に
ご
負
担
い
た
だ

く
医
療
費
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
医
療
機
関
や
薬
局
を
受
診
さ

れ
る
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
留
意

し
ま
し
ょ
う
。

⑴　

休
日
や
夜
間
に
開
い
て
い
る

救
急
医
療
機
関
は
、
緊
急
性
の

高
い
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
も
の
で
す
。
休
日
や
夜

間
に
受
診
し
よ
う
と
す
る
際
に

は
、
平
日
の
時
間
内
に
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑵　

夜
間
や
休
日
に
お
子
さ
ん
の

急
な
病
気
で
心
配
に
な
っ
た
ら
、

ま
ず
、
小
児
救
急
電
話
相
談（
♯

８
０
０
０
）の
利
用
を
考
え
ま

し
ょ
う
。
小
児
科
の
医
師
や
看

護
師
か
ら
、
お
子
さ
ん
の
症
状

に
応
じ
た
適
切
な
対
処
の
仕
方

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

⑶　

か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑷　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
は
控
え
ま

し
ょ
う
。
医
療
費
を
増
や
し
て

し
ま
う
だ
け
で
は
な
く
、
重
複

す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
り
、
か

え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え
て

し
ま
う
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま

す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全

　

局
国
保
運
営
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
１
１
―
２
３
１
―
４
１
１
１

　
（
内
線
25
―
３
３
５
）

思
春
期
・
青
年
期
精
神
保

健
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　

釧
路
保
健
所
で
は
、
摂
食
障
害
、

リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、
薬
物
乱
用
、
発

達
障
が
い
、
ひ
き
こ
も
り
及
び
う

つ
な
ど
の
児
童
思
春
期
・
青
年
期

に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
諸

問
題
で
、
不
安
や
悩
み
を
持
つ
方

や
そ
の
親
、
関
係
者
に
対
し
、
児

童
精
神
科
医
師
に
よ
る
、
医
療
を

は
じ
め
生
活
全
般
に
係
る
助
言
や

指
導
を
行
い
ま
す
。

　

７
月
以
降
の
日
程
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
お
悩
み

や
ご
心
配
ご
と
が
あ
る
場
合
は
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑴　

日
時

　
　

平
成
22
年
８
月
26
日
㈭
、
10

月
22
日
㈮
、
11
月
５
日
㈮
及
び

11
月
19
日
㈮
の
各
日
、
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で

⑵　

場
所

　

釧
路
保
健
所

　
（
釧
路
市
花
園
町
８
番
６
号
）

⑶　

相
談
料　

無
料

　
　

ご
相
談
内
容
な
ど
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
、
お
申
込
み
は
各
相
談

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
申
込
み
先
】

　

釧
路
保
健
所
子
ど
も
・
健
康
推

　

進
課
主
査（
子
育
て
支
援
・
相

　

談
）　

☎
22
―
１
２
３
３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免

除
基
準
に
つ
い
て

　

一
昨
年
10
月
１
日
か
ら
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
次

の
通
り
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
と
な
る
場
合
や
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
全
額
免
除

　
「
身
体
障
害
者
」「
知
的
障
害
者
」

「
精
神
障
害
者
」
が
世
帯
構
成
員

で
あ
り
、
世
帯
全
員
が
村
民
税
非

課
税
の
場
合

　
（
従
来
の
「
身
体
障
害
者
」「
重

度
の
知
的
障
害
者
」
か
ら
対
象
を

拡
大
し
、生
活
状
態
の
条
件
を
「
村

民
税
非
課
税
」
に
統
一
し
て
い
ま

す
）　

◎
半
額
免
除

　
「
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
」
ま
た

は
「
重
度
の
障
害
者（
身
体
障
害

者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
）」

が
世
帯
主
の
場
合

　
（
従
来
の
「
重
度
の
し
体
不
自

由
者
」
か
ら
対
象
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
視
覚
・
聴
覚
障
害

者
の
免
除
基
準
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
―
１
５
１
５
１
５

　

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

☎
64
―
２
１
１
３

全
国
安
全
週
間
に
つ
い
て

　

全
国
安
全
週
間
は
、
産
業
界
に

お
け
る
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止

活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
広

く
一
般
の
安
全
意
識
の
高
揚
と
安

全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
１
９
２
８
年（
昭
和
３
年
）

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
本
年
で
83

回
を
数
え
ま
す
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン　
　
　

「
み
ん
な
で
進
め
よ
う
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト　

め
ざ
そ
う
職

場
の
安
全
・
安
心
」

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
42
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１
１

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
へ

　

税
関
で
は
、
戦
後
、
海
外
か
ら

引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券
類
を

約
87
万
件
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

返
還
の
ご
請
求
は
、
ご
本
人
だ

け
で
な
く
ご
家
族
の
方
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、「
も
し
か
し
た
ら

我
が
家
に
も
…
」
と
お
気
付
き
の

場
合
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
関
支
署
統
括
監
視
官
部
門

　

☎
22
―
３
７
３
０
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子どもの歯の健康を守りましょう
　いつまでも自分の歯で食べ、豊かに暮らせるかどうかは乳幼児期の歯の状態が影響しているといわれています。
80歳になっても20本自分の歯を保つこと（８

ハ チ マ ル ニ イ マ ル

０２０運動）を実現するために乳幼児期から歯を健康に保ち歯によい
生活習慣を身につけていきましょう。

鶴居村の子どもの歯の健康の様子
　村では年に４回、１歳６ヶ月児と３歳児健診を行っています。その中で
行っている歯科健診の結果、１人あたりのむし歯の本数は１歳６ヶ月児健
診では0.13本（釧路保健所管内0.24本）、３歳児健診では2.90本（釧路保
健所管内1.61本）であり、平成20年度の歯科検診結果では１歳６ヶ月児
では釧路保健所管内のむし歯の本数を下回っているものの３歳児のむし歯
の本数は釧路保健所管内より1.29本多い結果でした。（平成20年度歯科
保健の概要より）

　歯の衛生週間中の６月８日（火）にむし歯予防教室が開催され斉藤歯科衛
生士から乳幼児のむし歯を予防するための講話がありましたので抜粋して
掲載します。

★歯科健診・フッ素サホライド塗布を受けましょう。

……………………鶴居村での歯科健診・フッ素サホライド塗布の受け方……………………
対象者／１歳６ヶ月～就学前までの幼児　　実施回数／６ヶ月の間隔をあけて年２回受けられます。
場所／鶴居歯科診療所　（☎６４－２９０５）　　料金／無料
必要な物／母子健康手帳、健康保険証・乳幼児医療費受給者証（歯科健診の結果治療が必要になる場

合がありますので、持参して下さい。）
※事前に鶴居歯科診療所に電話予約が必要です。

むし歯菌をうつさないために気をつけたいポイント
●スプーンや歯ブラ
シは共用しない

●口うつしで食べさ
せない

●家族でむし
歯のある人
は早く治療
する

●家族全員で
むし歯予防
を心がける

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
な
ど
家
族
み
ん
な

に
も
心
が
け
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

★むし歯は感染症のひとつです。家族みんなでむし
　歯を予防しましょう。
　むし歯はミュータンス菌などによる「むし歯菌」
によってできます。「むし歯菌」は主な保育者から
赤ちゃんにうつると言われていますので保護者や家
族の方のむし歯も早く治療し、口の中を清潔にして
おくことが大切です。

★規則正しい生活リズムで健康な心と体と歯を育てましょう。
　食事時間が不規則だったり、就寝時間が遅くなっ
たり大人の都合で子どもの生活リズムを乱していま
せんか？生活リズムが乱れてしまうと、長い間食べ
物が入っている状態が続く「だらだら食い」になり
やすく、むし歯をつくる原因になります。

★楽しみながら歯みがきを習慣にしましょう。
　仕上げみがきの時は大人の手についつい力が入ってしま
いがちです。子どもが嫌がらない仕上げみがきは子どもの
気をそらせたり、遊びを交えたりして楽しくするのがこつ
だそうです。子育て支援事業「あそびのひろば」でも毎回
楽しく歯みがきをしています。歯みがきが嫌いで困ってい
るお子さんがいたらぜひ「あそびのひろば」に来てみてく
ださい。歯みがきが楽しくなるきっかけになるかもしれま
せんよ。

　 おやつを見直そう
●食べる量だけ器にあけて食べすぎない
●おやつは時間と場所を決めて
●だらだらと食べさせない
●飲み物はジュースではなくお茶か水に

歯みがきのやり方

保護者のひざの上に子
どもの頭をのせる。歯
ブラシはペンを持つよ
うにする。子どもの歯
をよく見て行う。

仕上げみがき　～力を入れすぎないように注意

唇を指でそっと押し上
げて前歯の外側を。歯
ブラシは歯の幅くらい
小刻みに動かす。

前歯の裏側は歯ブラシ
を縦にして汚れをかき
だすように。

奥歯のかみ合わせだけ
でなく、外側、内側も
みがく。

１

２

３

４

■むし歯になりやすい歯

上の歯

下の歯

■むし歯になりやすいところ
・かみ合わせ
・歯と歯の間
・歯と歯肉の境目

ここに注意
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鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書室だより

みなくる図書室みなくる図書室
●開館時間●開館時間
　10：00～18：15　10：00～18：15
●休 館 日●休 館 日
　７月の休館日は、７月２７日（火）です。　７月の休館日は、７月２７日（火）です。
●貸し出し●貸し出し
　【本・雑誌・紙芝居】　【本・雑誌・紙芝居】
　２週間（１人５冊まで）　２週間（１人５冊まで）
　【ＣＤ・ＶＴＲ】　【ＣＤ・ＶＴＲ】
　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

～お知らせ～
○7月の休館日は、7月27日（火曜日）です。

ほら、あの「アレ」
は…なんだっけ？
　　マーサ・Ｗ・リア　著

藤井　留美　訳

　なぜ年をとるともの忘れ
がひどくなるのか。自分の
記憶力にちょっぴり不安を
抱える著者が、第一線の科
学者・専門家18人にイン
タビュー。「病気でないも
の忘れ」について、なぜ、
いつ、どのようにして起こ
るのかを探る。心配性の健
康人に贈る「もの忘れ」が
怖くなくなる本。

図書館ラクダがやっ
てくる
子どもたちに本をとどける
世界の活動
マグリート･ルアーズ　著

斉藤　規　訳
　僻地に住む人々に本を届
ける唯一の手段である移動
図書館。図書館員やボラン
ティアたちは、自転車や船
だけでなく、ゾウやロバ、
列車や手押し車などを利用
し、本を届けている。移動
図書館の役割と読書の大切
さを、受け手の笑顔と共に
伝える写真絵本。

いますぐ使えるキャ
ンプ道具の便利帳
太田流快適キャンプテク58

　　　　　太田　潤　監修

　テント、タープ、シュラ
フ、マットからランタン、
スモーカー、クーラーボッ
クスまで、キャンプに必要
な道具の「選び方・使いこ
なし術・メンテ法」を、連
続写真でビジュアル解説。
キャンプ道具準備メモなど
も収録。

荻原式デフレに負け
ない貯金術

荻原　博子　著
　
　貯金のための基本的な情
報と、誰にでもできる節約
術を紹介。全てこなせば年
間約300万円貯まる115の
裏ワザを収録。すぐにでき
る節約術、不用品をお金に
換えるカンタン副業術な
ど、役立つ情報が満載。

命もいらず 名もいらず
上（幕末篇）
　　　　　山本　兼一　著

　徳川慶喜の意向を受け、
命がけで官軍を突破し、西
郷隆盛と直談判。和議をま
とめ、江戸無血開城への道
をつくった最後のサムライ
山岡鉄舟、その堂々の生涯。
直木賞作家が満を持して放
つ、渾身の超大作。下巻（明
治篇）も図書室にあります。

びんの悪魔
ロバート･ルイス･スティーブンソン　著
　　　よしだ　みどり　訳
      　　　磯　良一　画

　不老不死以外のどんなこ
とでも叶えてくれる不思議
なびん。欲のために、幸せ
のために、そして時には愛
のために、ケアウエはその
びんを手に入れようとする
が…。冒険小説「宝島」の
作者による傑作物語。
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種
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て
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と
な
る
や
も
知
れ
ぬ
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虫
踏
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を
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け
て
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了
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れ
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れ
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身
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と
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プ
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車
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わ
り
を
り

無
人
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お
ば
し
ゃ
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幼
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の
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や
風
薫
る

五
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や
冷
え
溜
る
身
の
日
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か
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球
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に
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し
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桜
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面
の
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ざ
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萌
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に
問
い
花
に
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る
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紀
代
子
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子

春
夢
子
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子

７月の

　

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
心
温
ま
る
善
意
に
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
学
校
教
育
資
金
と
し
て

 　

株
式
会
社 

佐
々
木
建
設 

様

　
　

金
一
、
○
○
○
、
○
○
○
円

●
地
域
振
興
及
び
地
域
福
祉
等
に

関
す
る
事
業
の
た
め
に

　

 

新
幌
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金
一
○
○
、
○
○
○
円

●「初夏の湿原 花ハイク」
【日　時】　7月4日(日)

午前10時～正午
【場　所】　温根内ビジターセンター
【参加料】　無料

●「ホタル ウィーク」
【日　時】　7月14日(水)～18日（日）

午後7時～午後8時30分
【場　所】　温根内ビジターセンター
【参加料】　無料
いずれもお申込先は温根内ビジター
センター（☎65－2323）

　毎年７月末と８月16日に実施して
おります「納涼まつり」と「鶴居村
ふるさと盆踊り仮装大会・花火大会」
は、宮崎県で発生した「口蹄疫」に
対する防疫のため、本年度は中止と
しましたので、お知らせいたします。
【お問合せ先】
　鶴居村観光協会（事務局：役場産
　業課商工観光係　☎64－2114）

「
む
ら
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事

業
補
助
金
」の
申
請
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
や
各
団
体
・
グ

ル
ー
プ
等
の
皆
さ
ん
が
本
村
の
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
、
個
性
あ
る
村
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
各
種
取
り
組
み
を
村
が
支
援
す

る
補
助
制
度
で
す
。

【
補
助
対
象
事
業
】

①
地
域
活
性
化
事
業
、
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
振
興
事
業
、
③
地
域
文
化
振
興
事

業
、
④
地
域
振
興
上
特
に
必
要
と
認
め

る
事
業

　　

何
か
ひ
ら
め
い
た
と
き
は
、
ま
ず
振

興
課
企
画
係
☎
64
―
２
１
１
２
ま
で
お

電
話
を
！

む
ら
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

む
ら
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ　　

支
援
事
業
補
助
金

支
援
事
業
補
助
金　　

申
請
受
付
中

申
請
受
付
中
！！

補助率が補助率が
３分の２３分の２
です！です！

今年の夏は、サマージャンボと1000万サマー！
発売期間は平成22年７月７日から７月30日までです。

今年の夏は、ふたつのサマー今年の夏は、ふたつのサマー

発売されます！

鶴居村観光協会からの
お■知■ら■せ

　毎年７月１日から８月31日まで、高　毎年７月１日から８月31日まで、高
温多湿などにより、釧路保健所から食温多湿などにより、釧路保健所から食
中毒警報が発令されることがあります。中毒警報が発令されることがあります。
　食中毒を予防するために、次の３原　食中毒を予防するために、次の３原
則に留意しましょう。則に留意しましょう。
１．食中毒の原因菌をつけない （清潔）１．食中毒の原因菌をつけない （清潔）
２．食中毒の原因菌を増やさない２．食中毒の原因菌を増やさない
　　　　　　　　　（迅速または冷却）　　　　　　　　　（迅速または冷却）
３．食中毒の原因菌をやっつける（加熱）３．食中毒の原因菌をやっつける（加熱）
【お問合せ先】釧路保健所（【お問合せ先】釧路保健所（☎☎22-1233）22-1233）
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鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
伊　藤　加　奈

タンチョウの繁殖地を守るために
　今タンチョウたちは湿原で子育ての真っ最中です。春になるとタンチョウは湿
原へ移動し、100ha以上という広いなわばりの中で、巣を作って卵を産みます。
５～６月頃に卵がふ化すると、ひなは親について湿原を歩き回り、小魚やカエル、
昆虫などを食べて成長します。湿原は、豊富な餌があり、見通しが良いのでひな
を狙う他の動物の接近にすぐ気がつくことができます。また巣の材料になるヨシ
も生えていて、タンチョウにとって繁殖するのに適した環境です。
　ところが近年、開発による湿原の減少や周辺丘陵地の森林伐採によって湿原に
土砂が流れ込み、湿原が乾燥化する状態が急速に起きています。タンチョウが営
巣している湿原のうち、国や北海道によって鳥獣保護区などに指定されている場
所は全体の約半分で、残りの半分は法的には何の保護もない場所となっています。
土地を開発しようと思えば、明日にでも湿原が無くなってもおかしくありません。
私たちは、そうした場所を買い取りや協定を結ぶことによって、野鳥保護区とし
て守っています。
　鶴居村の温根内に、釧路湿原国立
公園と湿原はつながっているものの、
道路によって分断され国立公園外と
なっていた湿原がありました。そこ
では３つがいのタンチョウが営巣し、
子育てする場所として利用していま
す。そこで、1990年から2006年に、
この場所に野鳥保護区を３ヶ所 計
56.5ha設置しました。
　野鳥保護区を設置したからといっ
てまだ安心はできません。1994年、
野鳥保護区のうちの１つ「早瀬野鳥
保護区温根内」で、タンチョウの繁
殖が確認されなくなりました。周辺
丘陵地の伐採による土砂の流れ込み
によって、ハンノキが生えやすい環
境に変わってしまったことが原因で
した。ハンノキ林はタンチョウの繁
殖環境には適しません。元のヨシ原
に戻すため、多くのボランティアの
人々とともにハンノキを伐採しまし
た。そのかいがあり、2002年から
は再び繁殖が確認されるようになりました。野鳥保護区の設置はゴールではなく、
その後もタンチョウが繁殖できる環境が保たれているか監視し、管理作業をして
いかなければならないのです。
　今年、嬉しいニュースが届きました。釧路湿原国立公園が公園計画の点検を行
い、温根内の野鳥保護区３ヶ所とその周辺の湿原が国立公園に指定されることに
なったのです。野鳥保護区の設置によって法的に保護される場所が増えることに
なり、これまでの活動が大きな形となって実を結んだ瞬間でした。
　タンチョウが繁殖できる湿原は、すでに今いる個体で飽和状態と言われていて
います。現在、国や行政、関係団体などによって湿原の再生事業や丘陵地での植
林が行われていますが、一度壊れた自然を元に戻すのは時間も労力も非常にかか
ります。まずは、湿原をこれ以上減らさないようにしていくことが重要です。

野鳥保護区の１つ「渡邊野鳥保護区温根内」

ハンノキ伐採作業の様子
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※「赤丸」は、平成21年10月6日に新たに加盟した町村です。
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❶ 北海道　美瑛町［事務局］
❷ 北海道　赤井川村
❸ 山形県　大蔵村
❹ 岐阜県　白川村
❺ 長野県　大鹿村
❻ 徳島県　上勝町
❼ 熊本県　南小国町
❽ 宮崎県　高原町
❾ 長野県　木曽町開田高原
10 北海道　標津町
11 岐阜県下呂市　馬瀬
12 北海道　鶴居村
13 北海道　京極町
14 山形県　飯豊町
15 長野県　中川村
16 長野県　南木曽町
17 京都府　伊根町
18 高知県　馬路村

19 秋田県　小坂町
20 秋田県　東成瀬村
21 群馬県　昭和村
22 群馬県中之条町　伊参
23 山梨県　早川町
24 長野県　小川村
25 長野県　池田町
26 奈良県　曽爾村
27 島根県　海士町
28 岡山県　新庄村
29 愛媛県　上島町
30 福岡県　星野村
31 長崎県　小値賀町
32 宮崎県　綾町
33 鹿児島県　喜界町

「日本で最も美しい村」
連合加盟町村を
ご紹介します！

　ゴールデンウィークは天候に恵まれ、最高気温が
25℃近くにまでなりましたが、一転して５月中旬か
らは大変寒い日が続き、美幌峠では降雪による交通
障害が起きました。
　また、宮崎県で発生した「口蹄疫」が同県内で猛
威をふるい、非常に多くの牛や豚が処分されるなど、
暗い話題が多かったように思います。この北海道で
は絶対に発生しないよう祈るばかりですが、その影
響で鶴居村観光協会が毎年７月末と８月16日にそ
れぞれ行っている「納涼まつり」と「ふるさと盆踊
り仮装大会・花火大会」が中止となりました。
　やむを得ない状況ですが、村民の皆様も楽しみに
していたと思いますので、大変残念です。
　酪農家の皆様や畜産農家の皆様の心情を思うと、「口
蹄疫」の一刻も早い終息が待たれます。（Ｋ）

■人口
総数 2,560 人
（前月比 － 4人）
昨年同期は 2,565 人で、対前年
比較は－ 5人です。

男 1,275 人（前月比＋ 1人）
女 1,285 人（前月比－ 5人）

■世帯数
 1,035 戸（前月比－ 2戸）

㉒群馬県中之条町 伊参（いさま）
　中之条町は、群馬県の北西部に位置し、新潟、
長野両県に接する県境の町です。
　中之条町伊参は、かつて伊参村として養蚕が盛
んであった地区で、国指定の重要文化財である冨
沢家住宅は、江戸時代末期に建築された養蚕農家
であり、現在、世界遺産の暫定リストに登録され
ています。
　また、全国で唯一の重要無形文化財「お茶講」
も体験できます。
お問合せ先　中之条町役場(TEL 0279-75-2111)
〒377-0494 群馬県吾妻郡中之条町大字中之条町1091
http://www. town.nakanojo.gunma. jp/


